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注:略語説明 R&D(Researcha=dDeve】opment),CSS(C=entServerSystem)

CSSによる新企業情報システムの進展 経営革新や業務革新は,二れらを支える企業情報システムの革新と表裏一体であり,｢創造的業

務+の実現を目指して,CSSによる新たな情報システム化が進められている｡

企業の競争力強化をU指して,業務の抜本的な改

半(リエンジニアリング)が急務になっている｡企業

の経常革新や業務革新は,これらを支える企業情事Ii

システムの革新と表裏一体の関係にあり,ユーザー

(利用者)の視点に立った新たな情報システムが稼動

を始めている｡

｢既存業務の合理化+から｢創造的業務の実現+を

[1指して,新たな情報システム技術の一つである

CSS(ClientServerSystem)によるシステム構築が

進められている｡

新たな業務プロセスや組織に対応するためには,

変化する情事乱 人々の知識を迅速に利用できる情報

技術が垂貸である｡また,経営のトップ層｢‾1身が手

軽に利川できるように新しい情報技術を理解して,

油川方法に創意くふうする意識が轟安になる｡

創造的業務の実現のため,エンドユーザーコンピ

ューティング技術も進化していく｡

串II小二‾塑引乍巾オフィスシステム乍業部 **｢=｢仁製作仰情報システム事業部
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□ はじめに

綿什･-ト抑や菜掛t11二桁のためには,_か某の節･一線である

マーケテイング,敗′ノ■こ,榊兆などに携わる人々か,必‾公

なときに欲しい付f紬(外肘ヾllパ札lノづ糾う■j渦i)をみずかJ)守一三吉

て,より什州州叔を■1■JiめるR帖帥くJな什‾-■Jiをすることが必

公となる｡こズ=っを‾支援するためには,横谷ニーズなど

の†桝Iiが速やかにインプットされ,l対係糾粥川の第一一線

の抑､11荷および暴糾†桝までが,それぞれのプライオリテ

ィで選択をし,タイムリーに処岬できる†桝は資兆ミのハイJ`

を′人別する新しい_介菜付消長システムがイく‖‖(である

(図1参J!(i)｡

l川二製†仰了▲は,ユーザーの仙∴=Clic11t'sS)rSte111E〉re)

からノト綾･の介対郎はシステムをモデル化(ド肘汁巧りⅠ)ⅠノAN/

DO/SEEビジネスサイクルモデル)し､エンドユーザー

コンヒューティングに過した分析器禰(SEE帖1舶システ

ム),.汁l叫業務(Ⅰ)LAN-17H孝Iiシステム)および糸IL織対応怖

糀システムのそれぞれに,CSSによるシステムを構築す

ることを肺奨している｡ここでは,僻桝刊iリ1)LAN/DO/

SEIミビジネスサイクルモデルと,上土体的なCSS構築にあ

たり,さまぎまなニーズや.瀬越に対応する｢CSSソリュー

ション(FOIiEFl～ONlソSS-CSS)+について述べる｡

凶 企業情報システムのモデル化一階層型

PLAN/DO/SEEビジネスサイクルモデルー

か菜のi.†軌は,一一般に1)LAN,DO,SEEのサイクル

(介‾業ビジネスサイクル)でノミすことができる｡

従九州糀システム化は,J,帥うモ業招(Ⅰ)0)をIll心に進め

J〕れてきた｡士l立道では.一柑粋菜摘と拙推し,菜摘寺.1テ米を

分析するための分析文花(SEE)や,そ♂)純米を次のビジ
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図l 新たな情報システムの構築

企業の第一線の才旦当着から経営層まで,必要なときに,欲しい

情報をタイムリーに処理できる情報資源の共有を実現する情報シ

ステムが不可欠である.｡

ネスに杖‖火するための介L叫業稚(1)LAN)のシステム化

が,その小心になってきている｡巾二様部門の効率化から1日J

接部門の効率化へと,システム化領域が拡人さズtつつある｡

この帆rりは,｢慨〝業務の合畔化+から｢創j上川くJ‾装荷の

りご税+を‖寸旨すものである｡

｢f川造rlくJ菜柁+は,変化スピードの速い糸即‾†瑞城の小で

臓洛iiこ!ミj址性を満め,企業の俊什件を維持,強化する必一安

件からくるものであり,`丈Jチエにあたっては｢スヒード+

が市一安な安什となる｡

このためには,情報を集中的に拭う形態に加えて,十‾l■子

細を一八イJ▲してそれぞれの‾考えやアイディアに恭づき八川

作業をて-】二う業稚形態が求められている｡これを文枝する

ためには,トr計舶二共有の瑞呈王立+を11指した十榊iシステムへ

のパラダイムシフトが必‾要となる｡巾イfする†耶】iとぅ仙沌

PJAN情報システム

i企業内情報流通の

l活性化
l

■ ●｢情報+の伝達,
l 収集,整理,蓄積
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ユーザーによる基幹
DB(DO情報システム)の
活用

●実績データ(時系列
データ)の蓄積,目的
別データの作成･
検索

注:略語説明 D[〕(Database)

図2 企業情報システムのモ

デル化とシステムの概要(階

層型PLAN/DO/SEEビジネス

サイクルモデル)
企業ビジネスサイクルは,全

社的レベルと部門･担当者レベ

ルの各層に存在し,分析業務

(SEE),企画業務(PLAN),組織

対応業務のシステム化に注力分

野がシフトしてきている._:
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を交検し,情事Ii･知識の刺激によってアイディアを創造

する糾問人が,効率よく湯しく利用でき,姑新技術によ

って少ない資源で高い生産性を実現できる環境が期待さ

れる｡第一線の担当‾名▲から経営層まで,ユーザー自身が

新しい情糀技術を理解し,i･占用方法をくふうする意識が

車妥になる｡

企業ビジネスサイクルは,全社的情報の一元管理をH

指したレベルと,部門･抑きう者レベルのそれぞれの階層

に存在し,朴7‾J二に連携をとって連用されていく｡この階

層型PLAN/DO/SEEビジネスサイクルモデルを図2に,

壬と休的なシステムイメージを図3にホす｡

(1)全社的情幸Iiの一元管理をH的としたDO情報システ

ム(従来叫市報システム)

(2)DO情報システムの実績データをユーザーが白rt]に

分析,加工し利別できることを臼的としたSEE情報シス

テム〔図3の1.参月別

(3)ユーザーが必妥なときに,必要な情報を利用できる

情幸】i流通が活性化された環境を提供し,非定形的な業務

の解決を支援することを目的としたPLAN情報システ

ム〔図3の2.参照〕

1.SEE情報システム

●ユーザーによる基幹

テー夕べースの活用

汎(はん)用コンピュ

ータのデータをサーバ
ワークステーションお

よぴパソコンに取り込

み,ユーザー自身が自

由に分析･加工を行う

情報資源の有効活用を

図る｡
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サーバ q
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各部門,個人の情報を

送ったり.必要なとき
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図3 企業情報システムの具体的イメージ 基幹データベースのデータを分析･加工したり,電子メールでの情報の流通･共有による非

定形業務のスピードアッ70や,基幹業務の一部を分散させたりする分野に,CSSによるシステム構築が進んでいる｡

6
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ト4)鵜昨系の‾菜綺の一一部をサーバに分散することによ

り,部F-り･糾さ11古巣綺の柑件をより碓揮できるように,

既存システムを成長させていくことを‖的とした糾織対

ん』怖幸】iシステム〔図3の3.参J!くり

糾Tll芥Fl身が情糀をl白二接処押するエンドユーザーコン

ピューティングは,iミとしてSEE情報システム,1)LAN

怖糀システムおよび組織対ん訓清純システムに過川され,

CSSによるシステム構築が進められている｡

田 企業情報システムの新しい構築法

従水のシステム開ブ己は,仙報システム部門をI卜L､に集

Ill〟式で糊ヲ芭してきた｡対象装荷が多様化,分散化して

きているので,開発ノJJ(と対象美禰の処f馴ヲ態から見た

肺紬システムの構築指針を,図4にホすように分類した｡

(1)OAソフト〔表i汁詳,ワープロ(ワードプロセッサ),

グループウエアなど〕の刹上み介わせ利川を小心としたシ

ステム開発‾ノバムで,ユーザーi三尊の開発(図4の④参月くi)｡

(2)既製の業務パッケージのカスタマイズやビジュアル

脚光ツールなどによる如期開発‾〟子よで,ユーザー1三尊で

叫1絹之システム部l-1捲【叫巧りの開発(図4グ)⑪参川i)｡

(:う)イi鳩州三設計,件能設計等の仰史｢i絹i処f軸支術を必壕

とする分散トランザクション処押などを対象とした域介

のノバよで,怖糀システム附∫【】iミキの開発(図4の灯･参月(1)｡

l業務の
集中処理システム

画一化l

CSS

開 C 関
発 発
の の

ぎ…エンドユーザー
…;‥.]イビュニテイ.ング･‡

一 分
中 散
化 化

l業務の多様化l

(勾ユーザー主導型開発…･

⑧墓誌許硝システム部門

(9情報システム部門‥
主導型開発

･OAソフト(表計算,ワ¶ド7Pロセッサ,グルー7Dウェア
など)の組み合わせ利用を中心とLたシステム開発

･既製の業務パッケージのカストマイズや
ビジュアル開発ツールなどによる短期開発

･信頼性設計,性能設計等,高度情報処壬引立術
が要求される分散トランザクション処理など

図4 企業情報システムの新しい構築法

対象業務が多様化分散化してきており,業務の処理形態と開発

方式からみたシステム構築方法を分類した〔,

巴 CSSソリューションーFOREFRONT/SS-

CSS-(すばやく,的確に,きめ細かく)

一夫際のCSS構築にあたっては,さまざまな加i識や技術

が‾安求される｡ニけにエンドユーザーコンピューティング

では,閃光の1三体が業務掛二Ii名イl身であるケースが多

く,安求にマッチしたCSSをできるだけ-1】1･別に一丈斗ユする

ために,｢CSSソリューション(FOREFRONT馴リSS-

CSS)+として,顧省1rりけのソフト,サービスl糾..一.肝を川

点した｡CSSソリューションでは,CSS構築にl対する顧

客のさまざまな.米越に,｢すばやく+,｢的櫛に+,｢きめ紺

かく+対応するための解決策として三つのアプローチを

提供する(図5参J!r号)｡また,CSSグ)構築はマルチベンダ

化のノ糾列も咄えてきておi),マルチベンダシステムの構

築,道川,保!､f作業を支援するサービス摘んJ.僻も提供し

ている｡

4.1CSS業務パッケージソリューション

CSS一業摺パッケージソリューションとは,業務パッケ

ージを核にした,如期ドりでのCSS構築を支援するサービス

向.1∴辟であり,以‾卜に述べる3桂類から成る(図6参川i)｡

(1)SS pack

巣椎,装荷パッケージソフトを小核として,中人か√J

構築,越川までのサービスもパックにして提供する｡

※1)fTOREFRON′I｢:姑-ソこ端卜というノま昧であり,199〔叶イし

のl川二製作仰のコンピュータ:り与業避輯ノノ針を∴う｡

CSS構築に関する多様な要望

●ビジネススタイルに

合わせたコンピュータ

の利用

-ユーザ【のPC/WS
から情報活用など

●望んているシステムを

容易に実現

一画面や帳票の適時
修正など

●既存ハードウェア･

ソフトウエア資産を

活用

一便い慣れたソフトウェア

での業務遂行など

FOREFRONT/SS-CSS

●業務バッケーシによるシステム構築
すばや〈

的確に

きめ

細か〈

(レディーメード)

(CSS業務パッケージソリューション)

●ブロトタイプ提供によるシステム構築
(イージーオーダー)

(CSSプロトタイプソリューション)

●豊富なメニューによるシステム構築
(オーダーメード)

(CSS個別システム構築ソリューション)

図5 CSSソリューションの考え方

CSS構築に関する顧客の多様な要望に合った,三つのシステムア

プローチを用意したl,
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ソリューション 内 容

SSpack
PC/WS用APP,アプリケーションとサービス

およぴハード･ソフトをパック化した商品
FJORAパック

業務別システム

ソリューション

業種･業務アプリケーションパッケージを

活用した業務システム開発を支援するサー

ビス商品

(a)CSS業務パッケージソリューション

SS pack

[基本サービス]

基本SB商品

基本SB商品

●導入支援サービス

●教育 ほか

業種･業務APP

●複数APPのパック化

ハード･PP

(ミドルソフト)

[オプションサービス]

オプションSB商品

●導入支援サービス

●教育 ほか

業種･業務APP

●複数APPのパック化

＋●分析,診断
●セミナ

●カスタマイズ

●ソフトサポート

(b)SS pack(PC/WS･CSS主体)

注:略語説明 SS pack(So山tionServicePackage)

APP(ApplicationProgramProd=Ct)

SB(SolutionBusiness)

PP(ProgramProduct)

図6 CSS業務パッケージソリューション

業務パッケージ導入による短期間でのシステム構築を支援する｡

(2)FLORAパック

スタンドアロン,′ト規模システム向けにパソコン(パー

ソナルコンピュータ)FLORAシリーズを中心とした,流

通ハード,ソフトをパックにして提供する｡

(3)業種別システムソリューション

業種あるいは業務のパッケージを有効に活用して,パ

ッケージのカスタマイズ設計,カスタマイズや導入支援

など顧客ごとの業務システム構築から運用までを支援

する｡

4.2 CSSプロトタイプソリューション

従来のシステム開発では,画面や帳票などはプログラ

ムが完成しなければ実際に使えるかどうかわからず,修

正作業に時間と_L数がかかっていた｡

CSSプロトタイプソリューションでは,アプリケーシ

ョンプラットフォームや第4世代言語などの開発ツール

を川いてプロトタイプを作成し,顧客の意見を反映しな

がらシステムを構築する手法を容易に二取り入れられる商

占占群を提供する｡したがって,顧客のニーズを的確にと

らえたシステムを短期間で構築することができる｡2種

類のサービスについて図7に示す｡

(1)アプリケーションプラットフォーム応用サービス

各種の業務に適用可能な汎(はん)円アプリケーション

ソフトウェア群(アプリケーションプラットフォーム)を

利川し,プロトタイプ作成を含むコンサルテーションを

交えながら,顧客の要望に合ったシステムの仕様を決左

し,構築を行う｡

(2)業務プロトタイプ提供サービス

アプリケーションプラットフォーム応用サービス 業務7Dロトタイプ提供サービス

アプリケーションプラットフォームを利用し,プロトタイプを

用いたコンサルテーションを交えながら顧客ニーズに合った

システムを構築する｡

メニュー名
概 要

(アプリケーションプラットフォーム)

総合文書管理システム構築サービス 文字･画像情報などを総合管理し

Bibliotheca*版 活用するシステムの構築

マルチメディア応用システム構築サービスマルチメディア技術を利用した

【l〉lSS/lMAGE‥版 システムの構築

帳票作成支援サービス
帳票作成支援システムやペーパー

レスシステムなどの構築

第4世代言語などの開発ツールやオブジェクト指向関連製品を用いて,

顧客要求を反映しながら短期間でプロトタイプを提供する二,

【商品構成】

アプリケーション

70ラットフォーム
応用サービス

業務プロトタイプ

提供サービス

SEサービス
●コンサルテーション

●運用支援ほか
プロトタイプ作成 ほか

プラット 前提 あり
推奨開発ツールあり

フォーム (例:Bib抽theca)

ハード･
ソフト

前提あり

(.例‥£去許諾否貢読書ン)
前提 あり

注:略語説明ほか HトリX/WE2(HitachiUnix**ソWorkstation Extended2)
* Bibliothecaとは,文書検索システムのことで,ギリシャ語で咽書館+の意味である｡′
** HlVISS/lMAGEとは,プレゼンテーション支援ツールの一つである.こ.
*** UNIXは,X/Openカンパニーリミテッドがライセンスしている米国ならびに他の国における登録商標である｡

図了 CSSプロトタイプソリューション 第4世代言語やアプリケーションプラットフォーム(いろいろな業務に適用可能な汎用アプリ

ケーションソフト群)を活用したプロトタイピングにより,システムを簡易に構築できる｡
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アプリケーションプラットフォームでは対応できない

システムを構築する場合に提供するサービスである｡第

4世代言語やオブジェクト指向関連製品などの開発ツー

ルを用いて,顧客の要求を反映しながら業務プロトタイ

プを提供する｡

4.3 CSS個別システム構築ソリューション

CSS個別システム構築ソリューションとは,CSS構築

での企画から構築,運用にかかわる全プロセスに閲し,個

別システム構築ごとに支援する商品群である(図8参照)｡

白 ハードウェア･ソフトウェアプラットフォーム

ワークステーション,サーバ,パソコン,LANなどの

ネットワーク製品,各種のオペレーティングシステムや

ミドルソフトなど,新しい情報処理環境向きのプラット

フォームを整備した｡

(1)最先端のRISCプロセッサ(PA-RISC軒2))を用い,メ

インフレームで培った高信頼化技術を盛り込んだクリエ

イティブサーバ3500シリーズ,およびコストパフォーマ

ンスに優れた市場最安価価格帯のモデルから上位モデル

まで,幅広いスケーラビリティを持つクリエイティブス

テーション3050RXグループを開発した｡これらサーバ,

ワークステーションは,同一のオペレーティングシステ

ムHトUX/WE2で統一的にサポートされ,エンジニア

リング,ビジネス両分野への適用が拡大しつつある｡ま

た,パソコンはDOS/V,Windows※:う),NetWare※4)環境

を共通プラットフォームとし,FLORAシリーズ(3100サ

ーバ,3020,3010,1010,PEN)として,フルラインアッ

プを凶った｡

(2)クライアントサーバのシステム規模も急速に拡大し

てきており,多数のクライアントの追加やロケーション

変更の自動管理,セキュリティ管理など,複数のコンピ

ュータが協調して処三哩を進めるための共通基盤とし,分

散コンピューティング環境(DCE:DistributedComput-

ingEnvironment)を提供している｡

(3)データベースは,企業情報システムを構築するうえ

でロー1心となる機能であり,複数のサーバに分散化したデ

ータベースを,あたかも一つのデータベースであるよう

に機能させる技術や,既存のメインフレーム上のデータ

ベース,他システムとの連携など高度な分散データベー

ス技術を開発した｡

(4)メインフレームで培った高トラフィック,高信頼技

術を生かして分散オンライントランザクション処理シス

テム向きミドルウェアBeTRANを開発した｡

(5)CSS環境での企業情報システムを短期間で効率よく

開発するためのソフトウェア開発支援ツールとして,

SEWB3(Software Engineering Workbench 3),

EAGLE/4GL(EffectiveApproachtoAchievingHigh

LevelSoftware Productivity/4th Generation Lan-

guage),オブジェクト指1らJ言語(C＋＋,00COBOL)な

どの開発環境を整備した｡

※2)PA-RISCは,米国ヒューレット･パッカード礼の商標

である｡

※3)Windowsは,米田マイクロソフト社の商標である｡

※4)NetWareは,米国ノベル社の登録商標である｡

企 画 構 築 l 運 用

コンピュータシステムプランニング

●CSSプランニングサービス

業務システム開発 システム導入

●システム受諾開発サービス ●LAN導入サポート
●プログラム受諾開発サービス ●PC/WS導入サービス

ほか4種 ほか3種

システムエンジニアリングサポート システム維持

●システム設計サポート ●維持契約保守サービス
●ネットワーク設計サポート ●持ち込み修理サービス

ほか3種 ほかg種

マルチベンダシステム支援

●マルチベンダ接続支援サービス

●他社製品販売 ほか2種

情報システム技術研修

●CSS研修サービス

図8 CSS個別システム構築ソリューション 企画から構築,運用にかかわる仝プロセスに関し,個別システムごとに支援する｡
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田 今後の展望

企業情報システムは｢創造的業務+の実現をH指し

て,エンドユーザーコンピューティングによる分析業

務,企両業務のシステム化へと注力分野がシフトしてき

ている｡

口‾在製作所は,｢人をデータのベースとみなし,八と人

との閃の自由な情報流通+を目指した｢情報共有の環咤+

を実現するため,研究開発を進めている(図9参月別｡

(1)主賓技術

(a)糾同人が効率よく,易しく利用でき,多様な表現

で創造的な思考i▼八重力を支援するユーザーインタフェー

スのためのマルチメディア技術

(b)情報共有による共同作業のためのネットワーク技

術,データベース技術およびグループワーキング技術

(c)変化する業務プロセスのシステム化のためのワー

クフローマネジメント技術

(d)システム構築期間短縮のための新しいソフトウェ

ア開発パラダイム(プロトタイピング技術,オブジェク

ト指向技術,およびビジュアルプログラミング技術)

(e)多様なビジネス環境に適用できるハードウェア基

本技術〔省エネルギー化,携帯mのための小型化･

軽異化,高速グラフィック技術,高信頼化,高性能

RISC(ReducedInstruction Set Computer)プロセッ

サなど〕

(2)製品化の考え方

企業活劫の国際化,業荷の多様化に伴い,情報システ

ムのグローバル化,マルチベンダ化が進む｡このような

状況では,標準化が重安であり,マルチメディア,ネッ

トワーク,分散コンピューティング,オブジェクト指

向,グラフィックなどの共通オープンシステム環境(例え

ば,COSE:CommonOpenSoftwareEnvironment)仕

様の設定が急務であり,積極的に貢献し製占占化していく｡

(3)CSSソリューションの提供

マルチベンダ環境のCSSを短期間で構築して連用から

保守まで支援する,より質の高いCSSソリューションを

システム企画 システム構築 表芸て音監入‾

自社製晶,他社製品を組み合わせ,
顧客の要求にマッチしたCSSを
早期に実現

サービスの提供

製品の提供

(芸昆;ごプヒ品蒜詣砦と蕊ヒた)
ソフト

ハード

◇
主要 な技術開発

社製品

他社製

ロ

ロロ

ユ【サーインタフェース ●マルチメティア技術

情報の共有化
●分散データベース技術

●ネットワーク技術

●グループワーキング技術

プロ セス管理 ●ワークフローマネジメント技術

ソフト開発支援

●プロトタイピング技術

●オブジェクト指向技術

●ビジュアル7Uログラミング技術

ハード ウ エ ア

●グリーンPC/WS(省エネルギー化)

●小型化･軽量化･高信根化

●高速グラフィック,高性能プロセッサ

図9 創造的業務をよりスピーディに実現するための今後の展開

｢情報共有の環境+を目指した技術開発,製品化およびより質の

高いマルチベンダ環境CSSを実現するサービスの提供を目指す｡

拉伏していく｡

巴 おわりに

ここでは,企業の成長を支える新しい情報システムの

あるべき視点からそれをとらえ,実現するためのCSSに

よる構築法,CSSソリューションについての現状とエンド

ユーザーコンピューティングの)将来撼常について述べた｡

この特集号の各論文では,具体的なシステム事例と

CSS構築基盤を構成するハードウェア,ソフトウェアの

最新技術について紹介する｡

企業の変化,成長を支える新たな企業情報システムの

構築が,今後,よりいっそう本格的なものとなっていく

のは間違いない｡

今後も,さらに付加価値の高い情報システムの構築を

通じて,社会に貢献していきたい｡

参考文献

1)三森,外:妓近のOA展望,H止評論,70,9,895～901(昭

63-5)

2)田･い,外:エンドユーザーの視∴了に､■J二った新しい情事艮シ

ステム,U､ウニ評論,74,5,381～386(平4-5)

10

3)野∩監修:情報システムの新潮流,日立製作所(平5-4)

4)橋本,外:オープン化,マルチベンダ化にこたえるクライ

アントサーバシステム構築丈援技術,臼_在評論,75,11,

75l～754(平5-11)




